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要旨:本稿は、メタファーの経験的基盤に関する事例研究であり、認知的なメタファー論の
概略を示した後に、英語と日本語に見られる「完了は上J(COMPLETION IS UP)という概
念メタファーの経験的基盤を考察した。そして、このメタファーが「進捗は前進J(MAKING 
PROGRSS IS FORWARD MOVEMENT)というメタファーと「前は上J(FRONT IS UP)と
いうメタファーの合成によってできた複合メタファー「進捗は上への移動J(MAKING 
PROGRESS IS UPW;組DMOVE阻 NT)の下位メタファーであることと、「進捗は前進」と「前
は上」という上位メタファーの経験的基盤を継承していることを示した。
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1.序論
La.koff and Johnson (1980)以来の認知的なメタファー論では、メタファーは、単なる言語
的な装飾ではなく、人間の重要な認知的方略であると見なされ、私たちの概念体系の大部分
はメタファーによって形成されていると考えられている。そして、メタファーは2つの概念
領域聞の写像 (mapping)であり、ある概念領域が他の概念領域に写像されることには動機
づけが存在すると考えられている。この動機づけは「経験的基盤J(experiential basis)と呼
ばれている (La.koff姐 dJohnson1980: 19・21)。本稿はメタファーの経験的基盤に関する事例
研究であり、英語と日本語における「完了は上J(COMPLETION IS UP)という概念メタファー
がどのような経験的基盤に基づいて存在しているのかということを分析する。本稿でこのメ
タファーを分析する理由は、 La.koffand Johnson (1980)やその他の先行研究において、上下
のメタファーを含む方向づけのメタファーに関して多くの興味深い分析がなされているもの
の、「完了は上」というメタファーの経験的基盤については十分な分析がなされていないか
らである l。
本稿の構成としては、第2章で認知的なメタファー論の概略を示し、第3章と第4章では「方
向づけゐメタファー」、特に「上下のメタファー」に関する先行研究について述べる。そし
て先行研究の知見を踏まえて、第5章で英語と日本語における「完了は上」というメタファー
の経験的基盤について考察する。第6章では結論を述べる。
2.認知的メタファー論
メタファーを含むレトリックの研究は古代ギリシャの時代から始まり、その後2千年以
上に渡って、口頭弁論の技術あるいは芸術的表現の技巧として研究されてきた(佐藤 1992)。
しかし、 La.koffand Johnson (1980)によって、メタファーを人聞の認知の一つのあり方と見
なす考え方が提示された。このような認知的メタファー論では、メタファーは弁論や文学の
1 Lakoff紐dJo凶 on(19.加:21)はFIN1SHEDISUPというメタファーに言及しているが、その経験的基盤に
ついてはなにも述べていない。
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言語だけでなく、日常言語の隅々にまで浸透しており、そのような言語表現としてのメタ
ファーが遍在しているのは、人間の概念体系の大部分がメタファーによって成り立っている
からであると考えられている。
認知的メタファー論においては、人聞は、特定の2つの概念領域 (concepωaldomain)の
うち、より具体的な起点領域 (sourcedomain)に含まれる諸要素を、それより抽象的な目標
領域 (targetdomain)に含まれる諸要素に対応さることによって後者の概念領域を理解して
おり、このような認知のあり方こそがメタファーの本質だと考えられている 20 そして、 2
つの概念領域に含まれる一連の要素を整然と対応づけること (aset of correspondences)は、
「写像J(mapping)と呼ばれている (Lakoff1993: 206-207)。例えば英語では、 LOVEという
概念領域はJOURNEYという概念領域に対応づけられることによって理解されており、 (1)
が示すように、後者の概念領域に含まれる諸要素が前者の概念領域に含まれる諸要素に写像
されている。
(1) THE-LOVE-AS-JOURNEY MAPPING 
The lovers correspond to位avele凶.
The love relationship corresponds to the vehic1e. 
The lovers' common goals correspond to their common destinations on the journey. 
Lakoff (1993: 207) 
そして (2)が示すように、 LOVEIS A JOURNEYという概念のレベルのメタファー、すな
わち「概念メタファーJ (conceptual metaphor)から、言語表現としてのメタファーである
「メタファー表現J (metaphorical expression)が数多く派生している30
(2) LOVE IS A JOURNEY 
Look how far we 've comι 
We're at a crossroads. 
We'l1 just have to go our separate w，砂's.
Wecan't ωrn back now. 
1 don't think this relationship is going a勾rwhere.
It's been a long， bumpy road 
百lIsrelationship is a dea，ふendstreet.
We're just spinning our wheels. 
Lako宜andJohnson (1980: 44-45) (メタファー表現は抜粋)
英語話者は、概念のレベルにおいて恋愛を旅に対応させて理解しているために、本来は旅
について語るための言葉を用いて、恋愛をも語るのである。 Lakoffand Johnson(1980)は、英
Z例えば、弧(釘c)の意味を理解するためには円 (circle)を理解していなければならないというように、
ある概念の理解には特定の背景的知識が必要である。このような、背景的知識を含む、ある事柄に関する
百科事典的知識のことを領域 (domain)あるいは概念領域 (conceptualdomain)と言う。この種の知識は
Fi1lmore (1977)では「フレームJ(仕留ne)、LakofI(1987)では「理想化認知モデルJ(Idealized Cognitive 
Model)、Langacker(2008)では「認知領域J(cognitive domain)と呼ばれているが、これらはほぼ類似した
知識を指す。
3認知的なメタファー論では、概念メタファーはすべて大文字で表記されることが多い。本稿では、引用元
の表記に関わらず、概念メタファーはすべて大文字で表記する。
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語にこの種の様々な概念メタファーが存在していることを、多くのメタファー表現を挙げる
ことによって証明している。
3.上下のメタファー
本稿が扱う「完了は上」という概念メタファーは、「上下のメタファーJ(up-down 
metaphor)の一例である。そして「上下のメタファー」は、「方向づけのメタファーJ(orien旬.tional
metaphor)の一例である。本章では、「完了は上」について論ずる準備として、その上位メ
タファーである「上下のメタファー」の特徴について述べる。
概念メタファーを構成している 2つの概念領域のうち、起点領域として機能する概念領域
は明確な輪郭を有し、私たち人聞にとって理解しやすい概念である。その中でもメタファー
的な認知にとって特に重要な役割を果たす「上.下Ji内.外Ji前ー後Ji明・暗Ji寒ー 暖」
「男.女Ji物体Ji物質Ji容器」などの概念は、人間の直接的な身体経験(知覚・運動活動)
から「現れ出てくる概念J(emergent concept)である (Lakoffand Johnson 1980: 57-58)。こ
れはJohnson(1987)が「イメージ・スキーマJ(image schema) と呼ぶ、人間の身体経験の
中で繰り返し現れるパターンに相当する。 LakoffandJohnson (1980: 14-17)では、これらの
概念のうち「上.下Ji内.外Ji前.後jのような方向性に関する概念が関与するメタファー
は「方向づけのメタファーJ(orientational metaphor) と呼ばれており、その中でも特に「上
下のメタファー」が数多く挙げられている。以下にその実例を2つ挙げておく。
(3) HAPPY IS UP; SAD IS DOWN 
I'm feeling up. 
That boosted my spirits. 
My spirits rose. 
I'm feeling down. 
I'm depressed. 
He's really /ow these days. 
(4) MORE IS UP; LESS IS DOWN 
Lakoff and Johnson (1980: 15) (メタファー表現は抜粋)
The number ofbooks printed each year keeps going up. 
His draft number is high. 
My income rose last ye低
τ"he amount of artistic activity in也isstate has gone down in the past ye低
The number of errors he made is incredibly low. 
His incomefel/ last year. Lakoffand Johnson (1980: 15-16) (メタファー表現は抜粋)
方向づけのメタファーは、私たちの身体的経験あるいは文化的経験の中から生じたも
のであり、このようなメタファー成立の動機づけのことを、メタファーの「経験的基盤」
(experiential basis) と言う。メタファーの経験的基盤には、大きく分けて「経験的共起性」
( experiential ∞ocurrence) と「経験的類似性J(experien伽1s凶ilarity)という 2種類の基盤が
ある (Lakoffand Johnson 1980: 155) 4。上下のメタファーの基盤となっているのは経験的共
4経験的類似性とは、客観的に存在する類似性ではなく、人間によって経験され、認識された類似性のこと
である (Lakoffand Johnson 1980: 154)。
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起性であり、これは2つの経験が同時に起こることがメタファー成立の動機づけとなってい
ることを意味する。 Lakoffらによると、具体的には次のような経験が(3)と(4)のメタファー
の基盤となっている。
HAPPY IS UP; SAD IS DOWN 
うなだれた姿勢は、典型的には悲しみや気分の落ち込みに伴い、直立した姿勢は、積極的な
感情の状態に伴う。 LakoffandJohnson(1980: 15) 
MORE IS UP; LESS IS DOWN 
容器や山のように積み重ねたものに、物質や物体をさらに加えると、その嵩が高くなる。
LakoffandJohnson (1980: 16) 
以上のように、私たちの日常生活の中で「幸せJI悲しみ」に関する経験はそれぞれ「上JI下j
に関する経験と同時に起こることがよくあり、「多いJI少ない」に関する経験はそれぞれ「上J
f下Jに関する経験と同時に起こることがよくある。このような経験の共起性が動機づけと
なって、上記の2つの概念メタファーは成立したと考えられている。
4. r完了は上」メタファーから派生するメタファー表現
本章では、英語と日本語において「完了は上」という概念メタファーが存在することを証
明するために、このメタファーから派生したと考えられるメタファー表現を挙げる。
(5)が示すように、英語ではupという副調によって「完了」が表現されることがある。
これらの用例は、OxfordAdvanced Learner:S-Dictionary of Current Engl.おh(ei俳 edition)(OALD) 
とLongmanDictionaヴザContemporaryEnglish (自他edition) (LDOCE)からのものである。
(5) a. We ate al the food up. (OALD) 
b.The柑eamhas dried up. (OALD) 
c. We've used up al our savings. (LDOCE) 
d.A食era month， the wound had almost healed up. (LDOCE) 
e. I'm so町"we'll have to stop there: our time is up. (LDOCE) 
次に日本語のメタファー表現を見る。日本語の用例に関しては、『大辞泉増補・新装版(デ
ジタル大辞泉).1(小学館)と『大辞林第二版.1(三省堂)を参考にして日本語を母語とする
本稿筆者が作例し、インターネットの検索サイト Googleを用いて一般に用いられている事
を確認したものである 5。まず、 (6)が示すように、「上がるJI上げる」は本動調として用
いて、完了の意味を表すことがある。
(6) a.仕事が上がる。雨が上がる。(双六やトランプなどで)上がる。脈が上がる。パッテ
リーが上がる。
b.仕事を上げる。宿題を上げる。
また、 (7)が示すように、「上がるJI上げる」は補助動詞として動調の連用形に付けて、完
5 Googleの検索は2013年1月に行った。
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了の意味を表すことがある。
(7) a.刷り上がる。晴れ上がる。干し上がる。仕上がる。出来上がる。書き上がる。編み上がる。
焼き上がる。
b.仕上げる。勤め上げる。書き上げる。編み上げる。読み上げる。描き上げる。炊き上げる。
鍛え上げる。
この他に、「雨上がりJi病み上がりJi(双六やトランプの)上がりJのように名調の「上
がり」も完了を表すことがある。
5. r完了は上」メタファーの経験的基盤
本章では、ここまでの議論を踏まえて、英語と日本語に存在する「完了は上」という概念
メタファーの経験的基盤を考察する。具体的には、このメタファーは「事象構造メタファー」
(也eevent structure metaphor)の下位メタファーであり、経験的基盤を上位のメタファーから
継承しているということを明らかにする。
まずLakoff(1993: 219・229)とLakoffand Johnson (1999: ch.l1)において提案されている、
「事象構造メタファー」について述べる。この概念メタファーには「位置J(location)に関
するものと「物体J(object)に関するものの二種類があるが、本稿での議論と関連する「位
置Jに関するメタファーは、状態、変化、過程、行為、原因、目的といった事象構造の様々
な側面を、空間、移動、力に基づいて理解するというものである。つまり、このメタファー
の目標領域は「事象J(event)であり、起点領域は「空間移動J(motion-in叩 a田)である。
Lakoff and Johnson (1999)は、この2つの概念領域聞の写像により、 (8)のような下位写像
(submapping)が生じていることを、そこから派生する数多くのメタファー表現によって示
している。そして LakoffとJohnsonは、これらの下位写像によって、事象構造が理解されて
いると主張している。
(8) a. States Are Locations (interiors ofbounded regions in space) 
b. Changes Are Movements (inωor out ofbounded regions) 
c. Causes Are Forces 
d. Causation Is Forced Movement (丘omone location to another) 
e. Actions Are Selιpropelled Movements 
f. Purposes Are Destinations 
g. Means Are Pa伽 (ωdes出 ations)
h. Difficulties Are Impediments To Motion 
i. Freedom Of Action Is The Lack Of Impediments To Motion 
j. Extemal Events Are Large， Moving 0句ects(that exert force) 
k. Long-term， Purposeful Activities Are Joumeys Lakoff and Johnson (1999: 179) 
LakoffとJohnsonの事象構造メタファーは、英語のメタファー表現を分析することで導き
出されたものであるが、鍋島 (2011:179-184)では、日本語のメタファー表現の分析に基づ
いて、日本語における事象構造メタファーである〈活動は移動》というメタファーが提案さ
れている。このメタファーから派生する写像は (9)の通りである。
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(9) a. Changes are movements. 
b. Causes are forces. 
c. Progress is distance. 
d. Manner of progress is manner of motion. 
e. Completion is reaching destination. 
主 Difficultiesare impediments to motion. 
g. Means釘epaths 
h. Extemal events are large moving 0句ects (鍋島2011:180) 
Lakoff and Johnson (1999)や鍋島 (2011)では、 (8) と (9)は事象構造メタファーの「下
位写像」あるいは「写像」とされているが、鍋島 (2011:173-174) も指摘しているように、
これらが写像なのか個別のメタファーであるかは暖昧である。メタファーは、概念領域聞の
構造的な対応関係なので、 (8)と (9)の各写像からさらに整然とした写像が派生するので
あれば、 (8)と (9)の写像は事象構造メタファーの下位メタファーと考えることもできる。
このことに関しては今後個別の検証が必要であるが、本稿では、 2つの概念領域の対応関係
からメタファー表現が派生している場合は概念メタファーとして扱うこととする。以上の理
由から (8) と (9) も概念メタファーとして扱う。
次に (8) と (9)のうち、本稿の議論に関係している概念メタファー(あるいはその合意
としてのメタファー)から派生するメタファー表現を挙げておく。(概念メタファーの日本
語訳は筆者による。)
(8b) CHANGES ARE MOVEMENTS ["変化は移動」
1 came out ofmy depression. 
He wentcr:田y.
Hefell inωa depression. 
In the sum， the c10thes went from wet ωdryin姐 hour.
Lakoff姐 dJohnson (1999: 183) (メタファー表現は抜粋)
(8e) ACTIONS A阻 SELF-PROPELLEDMOVEMENTS ["活動は自力移動J
It is smooth sailing企omhereon. 
I'm walking on eggshells. 
He .flew through his work. 
百lework came to a standstill. 
Lakoffand Johnson (1999: 187-188) (メタファー表現は抜粋)
(8f) PURPOSES ARE DESTINATIONS ["目的は目的地」
We've reached the end. 
We are seeing the 1，恕htat the end of the tunnel. 
The goal is a long wのof. LakoffandJohnson (1999: 190) (メタファー表現は抜粋)
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(9a) CAHNGES ARE MOVEMENTS I変化は移動」
プロジ、エクトが進む
改革を進主主ている
新しい都市政策が進丘Lている 鍋島(2011:180) (メタファー表現は抜粋)
(ge) COMPLETION IS REACHING DESTINATION I完了は目的地への到達J
目標に辿主蓋己主
やっと空港のオープンに主主":J~土主
工場完成までの道は達ど 鍋島 (2011:181) 
さて、 (8b，e， f) と (9a，e)の概念メタファーから言えることは、英語においても日本語
においても、「活動J(action)が「移動J(movement) と捉えられており、「目的J(p岬 ose)
が「目的地J(destination)と捉えられているということである。これらのメタファーには「活
動には移動が伴うことが多いJI何かを得るという目的を達成するには、それを可能にする
目的地に到達する必要がある」という経験的基盤があると考えられる。そしてこれらのメタ
ファーが合成されることによって、つまり複数の理解の仕方が組み合わされることによって、
(10)の複合的なメタファーが生ずる 60
(10) PURPOSEFULACTION IS SELF-PROPELLED MOTION TO A DESTINATION I目的のあ
る活動は目的地への移動J Lakoff and Johnson (1999: 191) 
この複合的なメタファーは、それを構成している (8b，e， f)や (9a，e)のメタファーの経験
的基盤を継承しており、「欲しいものを得ょうとしたり、取ろうとしたりする際には、それ
がある場所に自ら移動しなくてはならない」という日常 経験がこのメタファーの経験的基
盤であると考えられる。 LakoffとJohnsonは、(10)のメタファーが存在する証拠として、(10)
の含意 (entailment) としての複数の概念メタファーと、そこから派生するメタファー表現
の存在を挙げている。その中で本稿の議論と直接的に関連するのは (11)の概念メタファー
である。
(11) MAKING PROGRESS IS FORWARD MOVEMENT I進捗は前進」
We are moving ahead. 
Let'sfor;ge ahead. 
Let's keep movingforward. 
We made lots offorward movement. Lakoffand Johnson (1999: 191) 
日本語でも、「完成に向かつて前進するJI合格に向かつて一歩ずつ前に進むjといった表現
は自然なので、日本語にも (11)の概念メタファーは存在すると言える。このメタファーの
経験的基盤は、「離れたところにあるものを得ょうとする場合には、一歩一歩それに向かつ
て近づかなければならない」という日常経験であると考えられる。
6 (10)はLakoffandJohnson (1999)では写像として扱われているが、本稿では概念メタファーとして扱う。
また、メタフアーの合成については、 Lakoffand Johnson (199: ch.5)におけるプライマリー・メタファー
(primary rnetaphor)の合成についての議論を参照。
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また、瀬戸 (1995:252・269)が「投射認識」と呼ぶ、「前Jを「上」、「後Jを「下」とし
て捉える認識の方法が存在する。この認識は「前は上J(FRONT IS UP)、「後は下J(BACK 
IS DOWN) という概念メタファーに相当すると言ってよい 7。この投射認識が生み出す、日
本語および英語の投射表現(メタファー表現)を見てみよう。
(12) I風下JI落後JI先頭JI上り列車JI下り列車JI上京JI江戸に登るJI登校JI下校JI上方」
瀬戸(1995:258-261) 
(13) fal [drop] behind I落後するJ. thehead of the parade Iパレードの先頭J.叩up回 inI上
り列車J. adown回 inI下り列車J. the top [highest， upper] seat I上座J. thebottom of the 
garden I庭の奥」
瀬戸(1995:259・264)
瀬戸は、 (12)や (13)のような投射表現を生み出す投射認識の背後には「まっすぐに延
びる道を前方に見やるとき、道は先上がりに見える」、「水平線が空と溶け合うとき、私たち
の視線は、手前の海から次第に空高くまで連続して上昇していく」というような日常的な経
験があると述べており、これが投射認識としてのメタファーの経験的基盤であると考えられ
る(瀬戸 1995:265)。
以上の「進捗は前進」と「前は上J(投射認識)という概念メタファーが合成されて「進
捗は上への移動J(MAKING PROG阻 SSIS UPWARD MOVEMENT) という概念メタファー
が得られる。このメタファーから派生するメタファー表現には次のようなものがある。
(14) a.小学校によ主主。
b.地位がJ::i，)'ゑ。
c. The kids learn fast， and can't wait to盟型豆埋tothe junior team. (LDOCE) 
d. 1 could tel something was盟 bythe looks on their faces. (OALD) 
e. What's盟?(OALD) (日本語のメタファー表現と下線は筆者による。)
さて、出来事が「進捗」していくありさまが、「上への移動」と捉えられているため、そ
れと整合的に、「進捗jの最初の部分である「前提」ゃ「原因Jは「下Jと捉えられている。
これはP阻 SUPPOSITION(or CAUSE) IS DOWNという概念メタファーである(鍋島2011:
193)0 (15)では、「前提」あるいは「原因」に当たる事柄が、地面や台といった「下」に関
わる表現で表されている。
(15) a.査互を置く
b.主墜立て
c.土壌
d. Porter's 34・yardcatch鐙tup for4・yardTD run by Garner. 
e. Saber rattling ~et the sta!e forwar. 
王 fertile盟ilfor crime 鍋島 (2011:193-194) (メタファー表現は抜粋)
7 i前Ji後jは、それぞれ「前が象徴するものJi後が象徴するもの」に相当する場合もある(瀬戸 195:
256)。
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また「進捗」が「上への移動」ならば、その含意として、「進捗」の最終部分である「完了」
や「結果Jが「上Jと捉えられるのも自然である。これこそが、「完了が上jという概念メタファー
が存在する理由であり、第4章で見た、このメタファーから派生する多くのメタファー表現
が存在している理由である。それらのメタファー表現に加えて、 (16)では、人間の身体の
一番上の部分である頭を覆う capによって、出来事の終わりの部分が表現されている。
(16) Gannon 1ed a 14・p1ay，80ヴardmarch on Oak1and's first possession，呈盟胆gbyhis4・yardTD 
pass to Nap01eon Kau飴nan. (鍋島2011:193) 
では「完了は上」メタファーの経験的基盤は何か。 Lakoff(1993: 241) も述べているよう
に、メタファーはその経験的基盤を上位のメタファーから継承 (i由加t)することがある。「完
了は上」メタファーには経験的基盤がないように思われるが、このメタファーも経験的革盤
を上位のメタファーから継承していると考えることができる。以下で、このことについて説
明する。まず、「完了は上」の上位メタファーである「進捗は上への移動」は、「進捗は前進」
と「前は上」というメタファーが合成されることによって成り立っている複合メタファーな
ので、既に述べた「進捗は前進」の経験的基盤(，離れたところにあるものを得ょうとする
場合には、一歩一歩それに向かつて近づかなければならない」という日常経験)と「前は上J
というメタファーの経験的基盤(，まっすぐに延びる道を前方に見やるとき、道は先上がり
に見える」、「水平線が空と溶け合うとき、私たちの視線は、手前の海から次第に空高くまで
連続して上昇していく」というような日常経験)を継承していると考えることができる。さ
らに「完了は上」は「進捗は上への移動」の下位メタファーと考えることができるので、「完
了は上Jもその上位メタファー「進捗は上への移動」と同様に「進捗は前進」と「前は上」
の経験的基盤を継承していると言える。これが「完了は上」の経験的基盤であると考えられ
る。以上の経験的基盤の継承の流れをまとめると図1のようになる。
進捗は上への移動
図1r完了は上jメタフ7ーの経験的基盤の継承
6.結論
本稿では、英語と日本語に見られる「完了は上」という概念メタファーの経験的基盤を考
察した。その結果、このメタファーは事象構造メタファーの下位メタファーであり、上位の
メタファーの経験的基盤を継承していると分析できることが明らかになった。
本稿で考察した概念メタファーのつながりをまとめておく。まず事象構造メタファー「出
来事は移動」の複数の下位メタファーが合成されることによって「目的ある活動は目的地へ
の移動」というメタファーが得られる。さらにこのメタファーの合意として「進捗は前進」
というメタファーが得られる。そしてこのメタファーに「前は上」という投射認識のメタ
ファーが合成されて「進捗は上への移動Jというメタファーが得られ、このメタファーの含
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意として「完了は上」というメタファーが得られる。「完了は上J自体には経験的基盤がな
いように思われるが、このメタファーはその上位のメタファー「進捗は前進Jの経験的基盤
と、それに合成される「前は上Jという投射認識のメタファーの経験的基盤を継承している
と考えられる。
本稿では英語と日本語における「完了は上」メタファーの経験的基盤を考察し、この概念
メタファーが両言語において機能していることを明らかにしたが、今後の研究課題は、さら
に多くの言語の事象構造メタファーを考察し、事象構造メタファーがどの程度普遍的である
かということを明らかにすることである。事象構造メタファーは人聞が物事を理解する際に
用いる基本的なメタファーであると考えられるが、このメタファーに属する下位メタファー
のうちどれが普遍的あるいは相対的であるかを明らかにすることで、人間の認識の中核的な
部分の普遍性や文化的多様性が見えてくると考えられる。
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